
 

 

６年生が長崎へ修学旅行に行ってきました。（９月２６日・２７日）  
９月２６（金）・２７（土）に６年生は長崎市に修学旅行に行ってきました。猛暑や 

雨など天候には悩まされましたが、子どもたちは、平和学習や市内のフィールドワーク 
など元気に活動することができました。平和学習では、被爆体験をされた○○ＸＸさん 
から話を聞きました。○○さんからは、昨年度も長峰小の子どもたちに話をしてくださ 
いました。○○さんは、戦争の悲惨さ、平和の尊さを力強く子どもたちに語られました。その話を子
子どもたちは、その話を真剣に聞いていました。○○さんが、最後に三つの大事なこと 
を子どもたちに教えてくださいました。「命を大切にすること」「差別をしないこと」 
「問題が起きたら、話し合いで解決すること」です。○○さんから教えていただいた 
ことはきっと、子どもたちの心の中にいつまでも残ることでしょう。 
子どもたちは、旅行の二日間、班行動の仕方、ホテルでの過ごし方、 
バスの中での過ごし方などしっかり考えながら６年生らしい行動を 
とることができました。修学旅行の体験を通して、多くのことを学 
び、心が成長したのではないかと思います。６年生の保護者の皆様、 
旅行前のご準備、送迎などのご協力、ありがとうございました。  

校舎西側外壁工事が始まりました。 

 ９月初旬より、お知らせしておりました校舎西側外壁工事が始まりました。 
校舎西側は現在足場が組まれています。工事終了予定は２月です。この工事 
によって校舎全体がきれいになることと思います。完成した姿を見るのが今 
から楽しみです。工事期間中は、駐車場のことなど、ご迷惑をおかけするこ 
ともあると思いますがご理解･ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

最新の農業用機械を体験した５年生 

 ９月４日に５年生は最新の農業機械にふれる体験を行いました。例年地域 
学校協働活動推進コーディネーターの樋口さんからガッツ米作りの協力をい 
ただいていますが、今回もこの学習の一環として、樋口さんにご協力いただ 
きました。業務用ドローンや自動運転の農業用機械を見て、子ども達はとて 
も驚いていました。５年生は社会科の学習で日本の食料生産について学習し 
ますが、これを機に日本の農業への関心をさらに高めてほしいと思いました。 

小中一貫教育三校合同研修会の開催 

 ９月４日（木）に福島中学校区三校合同研修会を本校で開催しました。この研修会は、福島中学
校、福島小学校、長峰小学校の教員が一堂に会し、授業を参観し合ったり、各校の教育活動につい
て協議したりしながら、小中一貫教育の充実を図るために開催しているものです。今回は、２校の
先生方に長峰小学校の授業を参観していただきました。参観された福島中や福島小の先生方から多
くの意見や感想を述べていただき、本校職員にとっても有意義な研修会となりました。これを機に
三校が同じくする学校教育目標の実現に向けて、教育活動を充実させていきたいと思います。 
 
 
 

 

 

 

 

 

      

          令和７年９月３０日（火） 

八        八女市立長峰小学校   

文責： 校長 中村 修介 
   

八女市立長峰小学校 学校だより  

Daiyo  

 

【１０月の主な行事】 
１０月 ４日（土） 中島内蔵助翁顕彰相撲大会

※ 雨天順延（学校は休みとなります。） 
※ ５日（日）もできなかった場合は中止 

１０月 ６日（月） 振替休日 
★ ５日（日）に中止の場合は、通常登校 

１０月１０日（金） 前期終業式 
１０月１４日（火） 後期始業式 
１０月１５日（水） 学校運営協議会 
１０月１７日（金） 中島内蔵助翁墓前感謝祭 
                ※４年、６年（代表）参加 
 
 
 

【中島内蔵助翁顕彰相撲大会と紙芝居発表】 
ご案内しておりました通り、１０月４日（土）に中島
内蔵助翁顕彰相撲大会を開催いたします。当日の午
前中（１１：３０より）には、内蔵助翁の偉業を伝える
「左結びの緒のぞうり」の紙芝居を４年生児童が発
表します。４年生は紙芝居の練習を一生懸命していま
すので、相撲大会とともに、こちらもぜひご覧くださ
い。尚、４年生は、１０月１７日（金）に開催される中島
内蔵助翁墓前感謝祭でも紙芝居の発表をします。 

 
 
 
 
 
 

★ 裏面もご覧ください。 



 

以下は、４年生児童が１０月４日（土）の中島内蔵助翁顕彰相撲大会

（校内）及び１０月１７日（金）の中島内蔵助翁墓前感謝祭のときに発

表する紙芝居「左結びの緒のぞうり」の一部です。 
 

【紙芝居の冒頭の部分】 
 ～ 八女郡の田植えは昔いう長峰村を振り出しにはじめられ、水田村で終わることになって 

いますが、ここ長峰村がいつも真っ先に田を植えるという今も続いている長いしきたりに 

ついては、これからお話するような、美しい物語が伝えられております。・・・ ～ 

 

 

 


